
ＡＩカメラ
ヘルメット検知
簡易設定ガイド



検知エリアの設定



• ブラウザにカメラのＩＰアドレスを入力し、接続します。

• ユーザー名とパスワードでログインします。



• 『VCA設定』をクリックします。

• アプリケーションの選択画面で『AIオープンプラットフォーム』を選択します。

• 『次へ』をクリックします。



• 『Hard Hat Detection』をクリックします。



• 『Hard Hat Detection』のスライドボタンを”有効化”します。
• Hik CentralなどのVMSに通知する場合は、“監視センターに通知”のスタンドボタンを有効化します。
• サードパーティー製の警報装置などと接点連動させる場合は、アラーム出力をトリガーのチェックボックスに
チェックします。

• 『保存』ボタンを押下します。



• 『＋リンクされたチャンネル』をクリックし、チャンネルを追加します。

• 『保存』ボタンを押下します。

• 画面右側の”歯車アイコン”をクリックします。



• ”属性”のスライドボタンを有効化します。『unwear（未着状態）』を選択します。

• 画面右側の映像上で、検知エリアを設定します。※四角形の頂点は左クリックで指定します。
最後は右クリックします。
• 継続時間：ヘルメットの未着状態が何秒経過した場合に検知するのか設定します。
• アラーム間隔：ヘルメットの未着状態が継続している場合、何秒間隔で検知するのか設定します。



VMS（Hik Central Professional）
の場合

※インストールやデバイスの追加作業などの詳細な設定手順は割愛します。



• “イベントとアラーム”の設定画面でAIOPの中の
『whetherwearhelmet_helmetcolor_headshoulder』のチェックボックスを
有効化します。

• 設定したカメラを選択します。



• リンクアクション（検知時の動作）を選択します。



• “ポップアップ表示”のチェックボックスにチェックします。

• 『追加』ボタンを押下します。



動作確認



• クライアントアプリケーションを開き、

• 指定したエリアで“ヘルメット未着状態”になった場合、アラームを
発報することを確認します。


